
JP 2006-144173 A5 2006.8.17

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ５ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 18年 8月 17日 (2006.8.17)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-144173(P2006-144173A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 6月 8日 (2006.6.8)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-022
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-336714(P2004-336714)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｄ ０ ６ ＮＤ ０ ６ ＮＤ ０ ６ ＮＤ ０ ６ ＮＤ ０ ６ ＮＤ ０ ６ ＮＤ ０ ６ ＮＤ ０ ６ Ｎ    7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)   7/00     (2006.01)
                        Ｂ ３ ２ ＢＢ ３ ２ ＢＢ ３ ２ ＢＢ ３ ２ ＢＢ ３ ２ ＢＢ ３ ２ ＢＢ ３ ２ ＢＢ ３ ２ Ｂ   27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)  27/36     (2006.01)
                        Ｄ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ Ｄ   15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)  15/00     (2006.01)
                        Ｄ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ ＤＤ ０ ３ Ｄ   23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)  23/00     (2006.01)
                        Ｄ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ Ｍ   13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)  13/08     (2006.01)
                        Ｄ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ ＭＤ ０ ６ Ｍ   13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)  13/292    (2006.01)
                        Ｄ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ Ｈ   17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)  17/10     (2006.01)
                        Ｄ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ Ｈ   21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)  21/34     (2006.01)
                        Ｄ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ ＨＤ ２ １ Ｈ   27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)  27/20     (2006.01)
                        Ｅ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ Ｆ   13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)  13/07     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｄ ０ ６ Ｎ    7/00          
   Ｂ ３ ２ Ｂ   27/36          
   Ｄ ０ ３ Ｄ   15/00          Ｆ
   Ｄ ０ ３ Ｄ   23/00          
   Ｄ ０ ６ Ｍ   13/08          
   Ｄ ０ ６ Ｍ   13/292         
   Ｄ ２ １ Ｈ   17/10          
   Ｄ ２ １ Ｈ   21/34          
   Ｄ ２ １ Ｈ   27/20          Ａ
   Ｅ ０ ４ Ｆ   13/00          Ｂ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 6月 30日 (2006.6.30)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 建 築 基 準 法 に 規 定 さ れ る 燃 焼 試 験 に お い て 不 燃 材 料 ま た は 準 不 燃 材 料
と し て 評 価 さ れ る 難 燃 性 能 を 有 す る ポ リ エ ス テ ル 繊 維 壁 紙 が 得 ら れ る 。 そ の 理 由 に つ い て
は 、 次 の よ う に 考 え ら れ る 。
　 即 ち 、 燃 焼 試 験 に お い て 火 源 と な る 布 帛 の 目 付 け が ２ ２ ０ ｇ ／ ｍ 2  以 下 で あ る た め 、 総
発 熱 量 を 低 く 抑 え る こ と が 出 来 、 又 、 そ の 難 燃 化 に 要 す る 難 燃 剤 の 使 用 量 が 少 な く て 済 み
、 そ の 難 燃 剤 に 起 因 す る 有 害 燃 焼 ガ ス の 発 生 量 を 低 減 す る こ と が 出 来 る 。
　 そ の 布 帛 を 構 成 す る 繊 維 の 単 繊 維 繊 度 を ３ ｄ ｔ ｅ ｘ 未 満 と 極 細 に す る と き は 、 カ バ ー フ
ァ ク タ ー が 同 じ で あ っ て も 糸 条 が 嵩 高 に 脹 ら む の で 、 目 付 け が ２ ２ ０ ｇ ／ ｍ 2  以 下 と な る
低 目 付 の 布 帛 で も 裏 打 紙 に 対 す る 高 い 隠 蔽 性 が 確 保 さ れ る 。
　 そ し て 、 経 糸 や 緯 糸 の 総 繊 度 を ２ ８ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 と し 、 布 帛 の 経 糸 と 緯 糸 に よ る 合 計
カ バ ー フ ァ ク タ ー が ２ ０ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ０ に な る よ う に 経 糸 密 度 と 緯 糸 密 度 の 何 れ か 一 方 を



緻 密 に す る と き は 、 厚 さ １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ μ ｍ 程 度 の に 相 当 す る 薄 い
皮 膜 状 に 布 帛 を 構 成 す る こ と が 出 来 、 を ラ ミ ネ ー ト し た か の 如 く 布
帛 が 裏 打 紙 に 密 着 し 、 裏 打 紙 の 含 有 す る リ ン 系 難 燃 剤 の 難 燃 機 能 と 布 帛 の 含 有 す る ハ ロ ゲ
ン 系 難 燃 剤 の 難 燃 機 能 が 相 互 に 補 完 し 易 く な り 、 又 、 燃 焼 試 験 時 に 炭 化 し た 裏 打 紙 に よ っ
て 最 高 発 熱 速 度 が 抑 え ら れ る 。
　 そ し て 、 布 帛 と 裏 打 紙 の 間 に 介 在 す る エ チ レ ン 酢 酸 ビ ニ ル 樹 脂 系 接 着 剤 は 、 一 種 の ポ リ
オ レ フ ィ ン 樹 脂 で あ っ て 格 別 有 害 な 燃 焼 ガ ス を 発 生 す る こ と は な い 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 通 り 、 布 帛 の 目 付 け と 難 燃 剤 の 含 有 量 を 可 能 な 限 り 少 な く し 、 布 帛 を 構 成 す る 繊
維 の 繊 度 と 糸 条 の 総 繊 度 を 細 か く す る こ と に よ っ て 、 本 発 明 の 目 的 を 、 達 成 す る こ と が 出
来 る 。 従 っ て 、 布 帛 の 目 付 け は ２ ０ ０ ｇ ／ ｍ 2  以 下 、 好 ま し く は ８ ０ ～ １ ７ ０ ｇ ／ ｍ 2  と
し 、 布 帛 の 含 有 す る ハ ロ ゲ ン 系 難 燃 剤 の 含 有 量 を ５ ｇ ／ ｍ 2  以 下 に 、 概 し て 布 帛 の 目 付 け
の １ ～ ３ 質 量 ％ に す る と よ い 。
　 布 帛 を の よ う に 薄 い 皮 膜 状 に 構 成 す る た め に は 、 経 糸 と 緯 糸 を 構
成 す る 繊 維 の 単 繊 維 繊 度 を ２ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 と し 、 経 糸 と 緯 糸 の 総 繊 度 を そ れ ぞ れ ２ ０ ０ ｄ
ｔ ｅ ｘ 以 下 と す る と 共 に 、 経 糸 密 度 と 緯 糸 密 度 の 何 れ か 高 密 度 と な る 一 方 の 糸 条 の 総 繊 度
を １ ０ ０ ｄ ｔ ｅ ｘ 以 下 と し 、 そ の 高 密 度 と な る 一 方 の 糸 条 に よ る カ バ ー フ ァ ク タ ー が １ ２
０ ０ 以 上 に な る よ う に 、 そ の 一 方 の 糸 条 の 織 密 度 （ 経 糸 密 度 と 緯 糸 密 度 ） を 設 定 す る 。
　 経 糸 密 度 と 緯 糸 密 度 は 、 概 し て ２ ７ 本 ／ ｃ ｍ 以 上 と し 、 そ の 経 糸 密 度 と 緯 糸 密 度 の 何 れ
か 一 方 の 密 度 が ５ ５ 本 ／ ｃ ｍ 以 上 と す る と よ い 。
　 燃 焼 試 験 時 に 総 発 熱 量 を 低 く 抑 え る た め に は 、 裏 打 紙 の 目 付 け も ８ ０ ｇ ／ ｍ 2  以 下 に す
る こ と が 好 ま し い 。
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